
議会改革推進協議会の取り組み事項  

１「議会のあり方検討協議会」からの申し送り事項 

(1)議員定数に関すること 

議員定数の見直しについては、様々な観点からの見直しが必要であることから、今後も 

引き続き協議・検討していく必要がある。その際は「各会派意見の整理表」を参考とし 

て検討することを提案する。   

(2)議会報告会等の開催に関すること 

議会報告会は市民参加の推進にとって大事なことであるため、然るべき協議・検討の場 

において、継続して議論していくべきという大方の意見であった。 

(3)通年会期及び公聴会の開催・参考人招致の取り扱いに関すること 

   結論を出すための十分な期間が確保できなかったことから、今後も引き続き協議が必要とされた。 

(4)５分科会審査とすることに伴う申し合わせ事項等詳細事項の見直しに関すること 

   申し合わせ事項の細目は、今後然るべき機関において検討する。 
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２ 正副委員長案 

（１）「議会のあり方」検討協議会からの引き継ぎ事項 

 検 討 項 目 協 議 内 容 協 議 の 場 

１ 議員定数の見直し 「議会のあり方」検討協議会の検討結果を踏まえ、PT

で議論を深め、推進協議会に結果報告（適宜経過報告） 

議員定数チーム（幹事長） 

２ 議会報告会等の検討 議会としての説明責任、議会への市民意見の集約という

点から、どのような形態が良いかを PT で議論 

広報委員会 

又は議会報告会チーム 

３ 通年議会等議会運営の検討 専決処分への対応、臨機応変な審議、市民の立場に立っ

た議会運営、行政事務効率への配慮などのさまざまな観

点から協議検討する 

協議会（全委員） 

 

（２）その他協議すべきと考えているもの 

１ 政策条例の提案 

 

保健消防委員会での墓地条例改正の経験を踏まえ、条例

提案までの策定体制や手法を協議検討する 

政策条例チーム 

２ ＩＣＴの活用 

議員間、市民とのコミュニケーションと事務

効率化の手段として 

議会内部事務の効率化、情報受発信、ネット選挙への対

応を含めた議員や議会のスキルアップの観点から PT で

協議 

ＩＣＴ化戦略会議 

又はＩＣＴ化チーム 

３ 災害時の議員・議会の動き方について 

地域防災計画では、議会の関与、議員の役割

などが不明確 

災害時緊急時の議会としての体制について、PT で検討 防災・危機対策調査特委 

又は災害時対応チーム 

 

※PT（プロジェクトチーム）活用のイメージ 

推進協議会の委員によるチーム、広報委員会、防災・危機対策調査特別委員会、ICT 化戦略会議など現在活動している機関を活

用して議論を深め、協議会へ報告。協議会はその報告を受け対応を議論し、結論を出す。 


